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広島県生活協同組合連合会は
今年創立50周年を迎えます
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本
年
は
広
島
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
創
立
50
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
で
す
。
先
人
た
ち
の
〝
志
と
協
同
〞
が
ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
た
半
世
紀
は
、

時
代
の
要
請
や
く
ら
し
の
ニ
ー
ズ
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
き
た
歴
史
と

い
え
ま
す
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
組
合
員
と
役
職
員
の
一
丸
と
な
っ
た

協
同
の
取
り
組
み
は
、
結
果
と
し
て
、
強
い
信
頼
関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

節
目
の
年
で
あ
る
今
年
、
改
め
て
先
人
が
残
し
た
足
跡
を
ふ
り
か
え
り
、
今

後
の
未
来
展
望
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

県
内
の
最
初
の
生
協
は
今
か
ら
１
１
１
年
前
の
１
９
０
６
年
、
呉
海
軍
工

廠
の
職
工
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た「
呉
港
消
費
組
合
自
助
会
」で
す
。
そ
の
後
、

１
９
２
８
年
に
は
日
立
造
船
因
島
生
協
の
ル
ー
ツ
と
い
わ
れ
て
い
る
「
因
島

消
費
組
合
相
愛
社
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
相
愛
社
は
順
調
に
業
績
を
伸
ば

し
ま
し
た
が
、次
第
に
戦
争
体
制
に
巻
き
込
ま
れ
、１
９
４
１
年
に
幕
を
閉
じ
、

広
島
の
ほ
と
ん
ど
の
生
協
は
第
二
次
大
戦
下
の
動
員
と
経
済
統
制
に
よ
り
終

戦
を
待
た
ず
し
て
消
滅
し
ま
し
た
。

　

１
９
４
５
年
８
月
６
日
、
原
子
爆
弾
の
投
下
に
よ
り
、
広
島
は
多
大
な
犠

牲
と
甚
大
な
被
害
を
こ
う
む
り
、
壊
滅
的
な
状
況
に
陥
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
状
況
下
で
、
終
戦
直
後
の
食
料
不
足
を
背
景
に
、
い
ち
早
く
復
活
し
た
の

が
「
買
い
出
し
組
合
」
と
呼
ば
れ
た
「
町
内
会
生
協
」、
賀
川
豊
彦
の
影
響
を

広島県生活協同組合連合会創立50周年
先人が残した足跡と未来展望

最
も
受
け
た
県
北
の
三
良
坂
消
費
組
合
に
代
表
さ
れ
る
「
消
費
組
合
」、
そ
し

て
戦
前
か
ら
の
伝
統
を
も
つ
因
島
生
協
や
学
校
生
協
な
ど
の
「
職
域
（
購
買
）

生
協
」
で
し
た
。

　

１
９
５
０
年
代
に
は
地
域
の
労
働
組
合
を
中
心
と
し
た
地
域
勤
労
者
生
協
、

無
医
地
区
住
民
の
切
実
な
願
い
に
よ
り
医
療
生
協
、
労
働
者
福
祉
の
一
環
と

し
て
労
済
生
協
な
ど
新
し
い
生
協
が
次
々
設
立
さ
れ
、
戦
後
の
高
揚
期
を
迎

え
ま
す
。
し
か
し
、
購
買
生
協
は
流
通
業
界
の
再
編
の
中
で
競
合
も
激
し
く

な
り
苦
戦
を
強
い
ら
れ
、
60
年
代
に
入
っ
て
か
ら
「
県
内
連
帯
」
を
求
め
る

声
が
日
増
し
に
強
く
な
り
、「
県
連
設
立
」
の
動
き
が
加
速
し
ま
し
た
。
こ
う

し
た
折
、
１
９
６
４
年
、
日
本
生
協
連
総
会
に
お
い
て
「
県
連
強
化
」
が
重

要
な
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
、
１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年
に
広
島
県
連
が
誕

生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
60
年
代
か
ら
70
年
代
に
か
け
て
、
物
価
高
騰
や
食

の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
中
、
生
協
ひ
ろ
し
ま
や
竹
原
生
協
な
ど
の
市
民
型
生

協
や
大
学
生
協
が
誕
生
し
、
90
年
代
に
は
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
や
三
共
生
協
が

設
立
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
間
、
会
員
生
協
で
は
商
品
づ
く
り
や
産
直
交
流
、
さ
ら
に
は
平
和
、

環
境
な
ど
多
様
な
活
動
が
展
開
さ
れ
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。
事
業
面
で
は

経
営
が
悪
化
し
解
散
に
追
い
込
ま
れ
た
生
協
も
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
は
組

合
員
視
点
と
連
帯
を
軸
に
、
難
局
を
乗
り
越
え
ま
す
。
と
く
に
購
買
生
協
は

競
争
が
激
化
す
る
中
、
70
年
代
初
頭
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
県
連
を
軸
に

広
島
県
生
協
連
の
設
立
と
連
帯
活
動

広島県生活協同組合連合会 会長理事
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年
に
は
「
協
同
組
合
間
提
携
地
産
地
消
運
営
協
議
会
」
が
発
足
し
、
産
地
育

成
や
契
約
栽
培
な
ど
地
産
地
消
の
実
体
づ
く
り
が
動
き
出
し
ま
す
。
ほ
か
に
、

協
同
組
合
間
の
活
動
交
流
や
幹
部
育
成
の
た
め
の
「
協
同
組
合
学
校
」
の
開

校
な
ど
、
全
国
の
中
で
も
先
進
的
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

国
連
が
定
め
た
２
０
１
２
年
の
「
国
際
協
同
組
合
年
」
に
は
、
そ
れ
ま
で
の

連
携
に
一
層
拍
車
が
か
か
り
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
広
島
県
連
は
創
立
以
来
、〝
連
帯
と
平
和
〞
を
軸
に
時
代
の

要
請
や
く
ら
し
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
継
承
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
日
、国
内
情
勢
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
を
背
景
に
、地
域
経
済
の
疲
弊
、

貧
困
と
格
差
の
拡
大
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
空
洞
化
な

ど
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
社
会
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
行
き
過

ぎ
た
市
場
原
理
主
義
や
競
争
が
持
続
可
能
な
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
を
弱
体
化

さ
せ
、「
新
た
な
生
き
に
く
さ
」
を
生
み
だ
し
ま
し
た
。
時
代
は
も
う
一
つ
の

道
と
し
て
〝
誰
も
が
安
心
し
て
く
ら
せ
る
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
〞
を
要
請
し
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
は
、
地
域
資
源
の
管
理
と
生
命

の
つ
な
が
り
を
前
提
に
、「
地
域
循
環
型
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
形
成
」
に
よ

り
可
能
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
将
来
像
を
展
望
す
る
と
き
、
協
同
組
合
に
課
せ
ら
れ
る
テ
ー

マ
は
「
Ｆ
Ｅ
Ｃ
（Foods Energy Care

）
自
給
圏
」
づ
く
り
で
す
。
具
体

的
に
は
、平
和
を
土
台
に
生
命
の
維
持
や
く
ら
し
の
根
幹
で
あ
る
〝
食
の
安
全・

安
心
〞、〝
環
境
保
全
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
充
〞、〝
助
け
合
い
・
介
護
・

医
療
の
安
心
〞
の
地
域
自
給
で
す
。
同
時
に
「
労
働
」「
子
育
て
」「
高
齢
者
」

「
生
命
の
つ
な
が
り
」「
人
間
性
回
復
」
の
５
つ
の
テ
ー
マ
を
つ
な
ぎ
、「
く
ら

し
・
地
域
、
ま
る
ご
と
対
応
」
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
に
は
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
を
は
じ
め
多
様
な
協

同
組
織
や
行
政
と
の
連
携
を
一
層
促
進
さ
せ
、
新
た
な
協
同
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

最
後
に
、
昨
年
11
月
30
日
、
ユ
ネ
ス
コ
が
〝
協
同
組
合
〞
を
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
協
同
組
合
が
共
益
組
織
と
し
て
の
使
命

を
超
え
公
益
組
織
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

私
た
ち
は
改
め
て
協
同
組
合
の
普
遍
性
と
可
能
性
に
確
信
を
持
ち
、
県
連
と
会

員
生
協
が
一
丸
と
な
り
未
来
展
望
に
向
け
邁
進
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。

商
品
の
共
同
仕
入
れ
や
宅
配
の
事
業
連
携
、
組
織
統
合
、
中
四
国
事
業
連
の

設
立
な
ど
連
帯
が
進
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
連
帯
は
福
祉
の
領
域
ま
で
広
が
り
、

購
買
生
協
と
医
療
生
協
と
の
共
同
事
業
化
が
進
み
だ
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
日
、県
内
の
生
協
は
食
の
安
全・安
心
、医
療
、介
護・福
祉
、共
済
、

葬
祭
、
平
和
、
環
境
、
助
け
合
い
、
子
育
て
応
援
、
消
費
者
政
策
、
防
災
な

ど
く
ら
し
に
関
わ
る
様
々
な
事
業
や
活
動
を
展
開
し
、
生
協
の
輪
は
組
合
員

80
万
人
を
超
え
る
ま
で
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

１
９
５
１
年
、
日
本
生
協
連
は
先
の
戦
争
の
教
訓
か
ら
〝
民
主
主
義
的
平

和
国
家
の
確
立
と
生
活
の
維
持
安
定
〞
を
め
ざ
し
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
創
立

宣
言
の
中
で
「
平
和
と
よ
り
よ
い
生
活
こ
そ
生
活
協
同
組
合
の
理
想
で
あ
り

最
大
の
使
命
だ
」
と
う
た
い
、「
平
和
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を

受
け
全
国
の
生
協
は
、
こ
の
間
、〝
平
和
と
よ
り
よ
い
生
活
の
た
め
に
〞
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
事
業
や
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
被
爆
地
ヒ

ロ
シ
マ
で
活
動
す
る
生
協
に
と
っ
て
、〝
戦
争
も
核
兵
器
も
な
い
平
和
な
世
界
〞

の
実
現
は
最
大
の
使
命
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
被
爆
者
団
体
を
は
じ
め
多
様
な

市
民
団
体
と
の
連
帯
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
段
階
の
核
兵
器
を
巡
る
世
界
の
潮
流
は
、
そ
の
非
人
道
性
か
ら
廃
絶
す

る
方
向
へ
と
進
み
、
そ
の
道
筋
を
つ
く
る
た
め
、
本
年
３
月
か
ら
国
連
を
舞

台
に
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の
交
渉
会
議
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
核

保
有
国
と
そ
の
同
盟
国
の
壁
は
厚
く
核
兵
器
ゼ
ロ
へ
の
道
は
困
難
が
予
測
さ

れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
さ

ら
に
前
進
さ
せ
、
交
渉
会
議
へ
の
後
押
し
を
強
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
私
た
ち
は
人
類
と
共
存
で
き
な
い
「
絶
対
悪
」
の
核
兵
器
に
未
来
を

託
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
平
和
首
長
会
議
や
多
様
な
市
民
団

体
と
の
連
帯
を
さ
ら
に
促
進
さ
せ
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
取
り
組
み
を
前
進

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
急
が
れ
ま
す
。

　

協
同
組
合
間
の
連
携
が
始
ま
っ
た
の
は
１
９
８
０
年
代
で
す
が
、
連
携
の

要
と
な
っ
た
の
は
１
９
８
５
年
に
発
足
し
た
広
島
県
協
同
組
合
連
絡
協
議
会

（
以
下
Ｈ
Ｊ
Ｃ
）
で
す
。
Ｈ
Ｊ
Ｃ
は
Ｊ
Ａ
、
森
林
組
合
、
漁
協
、
生
協
な
ど
11

の
団
体
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、　

１
９
９
９
年
に
〝
理
念
と
行
動
指
針
〞
が
策

定
さ
れ
、「
地
産
地
消
」
と
い
う
言
葉
が
は
じ
め
て
使
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
翌

2

広島県生活協同組合連合会創立 50 周年―――先人が残した足跡と未来展望

平
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携
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平和とよりよき　　生活をめざして

【
編
集
室
か
ら
】

　

年
が
改
ま
り
、
広
報
誌
59
号
は
、
４
ペ
ー

ジ
立
て
の
「
新
春
特
別
号
」
と
な
っ
た
。

年
の
瀬
の
慌
た
だ
し
さ
の
中
で
、
た
と
え

４
ペ
ー
ジ
と
い
っ
て
も
、
年
明
け
早
々
に

機
関
誌
を
発
行
す
る
こ
と
は
気
ぜ
わ
し
い

し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
読
む
計
画
性
も
必

要
と
な
っ
て
く
る
▼
よ
く
「
仕
事
は
段
取

り
」
と
言
わ
れ
る
が
、
広
報
誌
づ
く
り
も

同
様
で
、
原
稿
・
写
真
・
印
刷
の
手
配
（
段

取
り
）
が
出
来
れ
ば
、
後
は
黙
っ
て
い
て

も
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
。
だ
が
、
段
取
り
が

出
来
て
い
て
も
、
人
間
と
い
う
の
は
「
思

い
違
い
」、「
手
違
い
」、「
判
断
ミ
ス
」
と

い
う
の
が
あ
っ
て
、
土
壇
場
で
ギ
ャ
フ
ン

と
言
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ

る
▼
何
故
そ
う
な
る
の
か
と
考
え
て
み
る

が
、
こ
れ
に
は
ア
マ
と
プ
ロ
の
認
識
の
差

が
大
き
い
の
だ
と
思
え
る
。
編
集
も
の
の

場
合
、
文
章
原
稿
に
そ
れ
が
よ
く
見
ら
れ

る
。
も
ち
ろ
ん
専
門
で
な
い
人
が
書
く
原

稿
は
完
全
で
は
な
い
。
だ
か
ら
校
閲
・
校

正
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
▼
最
も
困
る
の

は
、「
あ
と
で
直
せ
ば
い
い
」
と
考
え
て
い

る
人
が
い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
が
編
集
者
に

と
っ
て
い
ち
ば
ん
の
悩
み
な
の
で
あ
る
。

年
明
け
の
最
初
の
号
の
制
作
過
程
で
祈
る

こ
と
は
、「
ど
う
か
ト
ラ
ブ
ル
が
な
い
よ
う

に
！
」　

と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。（
Y
）

　50周年のテーマ「生協って何？」
～歴史に学び、現況を認識し、未来をつくる～

（１）2017年は、広島県生協連が創立して、半世紀（50周年）
　　 の周年の年と位置付づけ、各種の行事を企画します。
（２）広島県の生協は、戦前からの長い歴史があります。
　　 変遷をたどりながら、積み重ねてきた歴史を再認識し
　　 ます。
（３）2016年広島県内88万人が加入する組織へと成長して
　　 いる。地域と共に飛躍する新しい未来像へ向けて行動
　　 します。

１．「ヒロシマ・ナガサキの被爆者が訴える核兵器
廃絶国際署名」（通称：ヒバクシャ国際署名）を支
援し取組みます。
　広島県生協連は、2012年 12月から平和首長会議が主宰
する「核兵器禁止条約の早期締結を求める署名」活動に取
り組んでいます。2015年のNPT再検討会議では全国の生
協で集めた約89万筆の署名を国連へ提出し、「核兵器のな
い平和な世界」の実現に向けて世論をリードし取組んでき
ました。
　そうした中、2016年 4月に国内外の被爆者が中心とな
り「被爆者国際署名」の推進連絡会を立ち上げ活動が始ま
りました。
　広島県生協連は、被爆者が訴える署名に賛同し、今後も
平和首会議が取組む署名は継続しながら、ヒバクシャ国際
署名についても、支援し取組みます。是非、皆様方のご協
力をお願いいたします。
２．「けんこうチャレンジ2016」目標5,000人達成！
　けんこうチャレンジは、元気な広島県民を目指し、楽し
みながら気軽に健康づくりの習慣を身に付けられるよう、
子どもから大人まで幅広い健康づくりの輪を広げる事を目
的に2015年から取組んでいます。（2015年実績：3,802件）
2016年度は5,000件を目標に、広島県生協連と3つの医療
生協（広島中央保健・広島医療・福山医療）、会員生協も
加わり実行委員会を設置し進めてきました。また、JA広

（１） 広島県生協連創立50周年記念式典（案）
■日　　時　10月 19日（木）18時～
■場　　所　メルパルク広島
参加者規模　120 ～ 150 名
（２）「戦争も核兵器もない平和な世界を」市民の集い（案）
～2017市民平和フォーラム～ (仮称 )
■日　　時　10月 19日（木）13時～16時 30分
■場　　所　広島県民文化センターホール
参加者規模　400 ～ 500 名　一般市民参加可能
テーマ：「平和文化の継承　～次世代へのアプローチ～」
（３）　広島県生協連50周年記念誌とDVD作成（案）

広島県生協連創立50周年の意義と計画

【トピックス】
島中央会、広島県にもオブザーバーで参加いただき、広島
県、広島県教育委員会をはじめ、全市町と全市町教育委員
会にも後援をいただきました。江田島市立三高小学校では、
教育委員会の通知を見た先生が、是非、生徒に取り組んで
ほしいと提案されて、生徒65人全員と教員4人が、夏休
み期間にけんこうチャレンジに挑戦しました。臼井校長先
生からは「夏休みはどうしても生活習慣が乱れやすいため、
学校としても健康的な生活について考えられるように働き
かけたかった。このけんこうチャレンジはいい企画だと思
いました。」と、先生と生徒の間で楽しく取組んでいただ
いた様子なども伺うことができました。2017年もけんこう
チャレンジを企画いたします！更に健康の輪が広がる取組
みにしたいと思いますので、皆様のご協力をお願いいたし
ます。

終了記念品を白井校長先生（右）へ贈呈


